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春の門出を
待ちながら

 理科の授業では、炎色反応の実験できれいな炎が喜んでいた

り、英語の授業ではゲームをしたりするなど楽しそうでした。また、
音楽では一足早く羽城中の校歌を歌っていました。技術ではガス
バーナーで焼き板づくりに一生懸命に取り組んでいました。

４月からは先輩となる１年生たちは、当日の受付や体験授業の
教室までの案内、部活紹介の準備など、後輩たちのために張り
切って取り組んでいました。昨年、自分たちがやってもらったこと
を振り返りながら、１つ学年が上がることを実感しているようでし
た。６年生の皆さん、春の門出を心待ちにしながら、残りの小学
校生活を楽しんでください。

１月２８日（水）に令和８年度の新入生
に向けた体験入学・保護者説明会を開
催しました。

６年生は、英語・理科・音楽・技術の
体験授業。先輩たちからは、学校生活
へのアドバイスや部活動紹介どを行い
ました。
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  本校の教育活動及び運営状況について、11月中旬に保護者の皆様から評価していただきましたが、
結果がまとまりましたのでお知らせいたします。 

　４＝たいへんそう思う　３＝そう思う　２＝あまり思わない　１＝全く思わない

  
１　学校は、教育目標「共に学び、共に生きる」 ５  学校のＰＴＡ活動は、計画的で協力的な　
　を実現させるために効果的な取組を進めている。 　活動が行われている。 

  
  
  
  
  
  

 　

　生徒が自ら考え挑戦できる場を大切にしてき 　執行部の力強いリーダーシップで今年度も計
ました。縦割り活動では意見を出し合い学校を 画通り活動が進みました。地域と連携しながら、
より良くしようとする姿に成長を感じます。今 保護者が積極的に参加したくなるＰＴＡ活動を
後も生徒の声を生かした取組を進めます。 広げていきます。授業参観や学年・学級ＰＴＡ

は来年度も同時期に開催予定です。

２　学校は、教育活動の様子をホームページや ６　お子さんは、夢や目標をもって学校生活を
　通信等で分かりやすく伝えている。 　送っている。 

  
  
  
  
  
  

 　

　多くの保護者から高い評価をいただいていま 　これからも学校生活の中で、生徒が自ら考え、
す。働き方改革の一環でメール配信を始め、校 主体的に行動しながら成長できる場をさらに充
長通信の動画も好評でした。今後も保護者とよ 実させていきます。認められる経験を通じて、
り良い連携を深め、子どもの成長を共に見守っ 自信を育む環境づくりを進めます。　
ていきます。

３　学校は、保護者や地域と連携・協力しなが ７　学校は、生徒の学習意欲を高め、学習習慣
　ら教育活動を進めている。 　を身に付ける取組をしている。 

  
  
  
  
  
  
  

　保護者の満足度は昨年度と同様に高い水準で 　家庭学習習慣の定着は重要な課題です。生徒
した。家庭科を中心に地域の方々が学習を支援 が学習時間や内容を振り返り、授業理解を深め
してくださいました。今後も地域コーディネー る工夫を検討中です。また、朝学習の在り方も
ターと連携し、地域の力を生かした学びを広げ 見直し、主体的な学びを支える環境づくりを進
ていきます。 めています。

４  学校は、生徒が安全・安心な学校生活を送 ８　教職員は、学力向上を目指し、生徒が「分
　れるよう環境を整えている。 　かる・できる」授業を展開している。 

  
  
  
  
  
  
  

　生徒の安全は教育活動の最優先です。教職員 　授業で『分かる・できる』実感を次の学びへ
は事故対応の研修を重ね、地域とも連携してい の意欲につなげます。他者の意見を聴き、気づ
ます。今後も気象災害や不審者、クマ出没など きを得ながら理解を深め、挑戦する姿勢を育む
に迅速に対応し、メール等で確実に情報を届け 協働的な学びをさらに充実させていきます。　
ていきます。　
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令和７年度　 保護者による学校評価



９　お子さんは、学校生活のルールや公共の 13  学校は、働くことや自分の将来について
マナーをよく守って生活している。 　生徒が考える機会をつくっている。 

  
  
  
  
  
  
  

　概ね十分と感じている保護者が多くみられ 　概ね良好な結果です。キャリア・スタート
ます。月1回のアンケートで生徒が生活を振 ・ウィークは、生徒が社会を体験し視野を広
り返り、自分で決まりを立てて行動する姿が げる貴重な機会です。今後も学校・家庭・地
見られます。今後も主体性を育む取組を充実 域と連携しながら、生徒の自己理解を深める
させていきます。 取り組みを充実させていきます。　

10　お子さんは、学校行事や生徒会活動に　 14  お子さんは、自ら計画を立てて家庭学習
　積極的に取り組んでいる。 　に取り組んでいる。 

  
  
  
  
  
  

   
　学校行事を自分たちで創り上げる体験を通 　家庭学習の不足を心配される声もありま
し、生徒が自分の強みを発見し生かせるよう す。学校では学ぶ意欲を高めるキャリア教育
支援します。また、仲間と協力して達成する を充実させています。ご家庭では、お子様と
喜びを感じながら、努力や貢献を認め、挑戦 一緒にメディア利用を見直し、学習習慣を整
を後押しする声かけを心がけます。 える工夫をしていただければ安心です。

11  お子さんは、目標をもって部活動に取り 15  お子さんは、家族や近所の人と挨拶を　
　組んでいる。 　交わしている。 

  
  
  
  
  
  

   
　概ね良好と感じている保護者が多くみられ 　地域と共に歩む学校づくりを進めるため、
ます。部活動の方針をより分かりやすくお伝 地域の皆様の声を大切にしながら、これまで
えするため、通信などで情報を共有します。 薄れていたつながりを取り戻していきます。
教職員で指導の在り方を確認し、生徒が安全 交流を広げ、生徒にとって学びがより豊かに
で充実した活動を楽しめるよう努めてまいり なる環境を整えてまいります。
ます。

12　教職員は、生徒の相談に親身になって　
　のっている。 
 
 
 
 
 
 
 
　本校では、生徒間のトラブルには必ず複数
の教職員で対応します。日頃から変化に気づ
けるよう注意を払い、迅速に対応し、生徒の
気持ちに寄り添う姿勢を大切にしてまいりま
す。
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  お忙しい中、ご回答いただき感
謝申し上げます。頂戴いたしまし
たご意見やご要望を一つ一つ真摯
に受け止め、現在、担当部署や諸
会議にて検討しているところです。
今後も保護者の皆様のご期待に応
えられるように、全教職員が一致
団結して改善に向けて努力してま
いりますので、ご理解とご協力を
お願いいたします。



 

 

 

　12月25日（木）、Ujolympicが行われました。

今年も縦割り班でチームをつくり、1年生から

3年生までが協力しながら競技に挑みました。

班ごとに身につけた6色のはちまきがとても鮮

やかで、体育館や校舎内には活気があふれて

いました。 

　試合が始まると、学年の垣根を越えて声を

かけ合う姿が多く見られました。　競技が進

むにつれて、どのチームも団結が強まり、得

点が入るたびに大きな歓声と笑顔が広がりま

した。勝ち負けに関係なく、互いの頑張りを

認め合う姿勢がどの班にも見られ、あたたか

い雰囲気の中で大会が進んでいきました。応

援の声も大きく、プレーする生徒たちを後押

ししていました。 

　今回の大会を通して、縦割り活動の良さで

ある「支え合う姿」や「新しいつながり」が

たくさん生まれました。同じ班で過ごした時

間は、生徒たちにとって大きな思い出となり、

自信にもつながったようです。この経験を、

これからの学校生活でもぜひ生かしていって

ほしいと思います。

 

 

　 　 　
友だちの活躍

 

 
 
◆第66回秋田県児童生徒美術展 
　話題作　３年　○○　○○ 
  
◆フレンドリーＫカップ兼第30回田沢湖杯中
　学女子バスケットボール大会 
　準優勝 
 
◆第23回イーハトーブ花巻剣道大会 
　中学校女子の部　敢闘賞 

                                        
     

２月の主な行事予定 

 

 １日(日) 部活動休止日 

　　　　　県中央地区ソロコンテスト 

 

 ４日(水) 部活動休養日 

 

 ９日(月) ３年生後期期末テスト 

 

 10日(火) ＰＴＡ授業参観（１・２年生） 

　　　　　ＰＴＡ専門部会 

          学校運営協議会③ 

          部活動休養日 

 

 11日(水) 建国記念の日 

 

 13日(金) 部活動テスト休み～2/15 

　　　　　生徒各委員会 

　　　　　ＰＴＡ役員会③ 

 

 16日(月) １、２年生後期期末テスト 

　　　　　歌練習 

 

 17日(火) ＰＴＡ評議員会② 

 

 18日(水) 職員会議 

　　　　　部活動休養日 

 

 19日(木) ３年生を励ます会 

 

 23日(月) 天皇誕生日 

 

 25日(水) ３年生栄光賞授与式 

　　　　　同窓会入会式　部活動休養日 

Ujolympic


